
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2015年10月5日 

2015年10月 2日 米国のISM製造業景況感指数(2015年9月） 
2015年 9月30日 良好さを維持する「消費マインド」（米国） 

（No.2,287） 
〈マーケットレポートNo.4,444〉 

■9月の雇用統計は、10-12月期以降の景気見通
しに対して不透明感を投げかける結果となりました。 

■FRBの年内利上げの可能性は大幅に低下したと
判断されます。 

■9月の非農業部門雇用者数は前月比14.2万人
の増加となり、市場予想（ブルームバーグ集計）の
同20.1万人増を大幅に下回りました。 

■中国経済の減速や金融市場の動揺が、米企業の
採用意欲を鈍らせたようです。 

■過去2カ月分も合計で5.9万人ほど下方修正され
たことから、雇用のトレンドは下向きに転換した可能
性があります。 

■9月の雇用を業種別に見ると、小売業やレジャーと
いった消費関連はやや上向いてきましたが、サービス
業の中心をなすビジネスサービスや教育・医療が低
調でした。 

雇用者数は14.2万人増 
海外経済の変調が影響 

■一方、失業率は5.1％でした。前月比横ばいです。
労働需要（就業者数）は減少したものの、労働
供給（労働力人口）がそれを上回る落ち込みと
なったためです。あまり良い内容とは言えません。 

■時間当たり賃金も前月比横ばいでした。前年比で
は2.2％増と相変わらず低い水準にとどまっています。
労働需給は改善傾向にありますが、その影響はまだ
賃金には波及していないようです。 

失業率は5.1％ 
賃金上昇率は前年比2.2%増 

米国の雇用統計（2015年9月） 

(注)賃金上昇率は2007年3月～2015年9月。 
   自発的離職者比率は2006年5月～2015年9月。 
   自発的離職者比率は10カ月先行。網掛けは景気後退期。 
(出所)米国労働省のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

海外経済の変調が雇用に影響 

年内利上げの可能性は大きく後退 

(注)データの期間は2013年1月～2015年9月。 
(出所)米国労働省のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  
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【賃金上昇率と自発的離職者比率】

賃金上昇率 (左軸）
自発的離職者比率(右軸）

（前年同月比、％）
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【非農業部門雇用者数と失業率】

非農業部門雇用者数（前月比、左軸）
同上3カ月移動平均（左軸）
失業率（右軸）

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1249103_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1248973_1982.html
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